








1.はじめに 

胎児,新生児の予後を知るうえで,最も重要な因子の一つとして,妊娠週数と出生体重の関

係がある。最近,超音波断層法の進歩により,胎児の体重予測ができるようになったが,いま

だ種々の問題点があり,正確とはいえない。昭和 55年度に於ては,18,075 例につき,妊娠週

数と出生体重の関係および早期新生児死亡を調査したが,大学病院など大病院の症例が抜

けていたので,これらの症例を加え,妊娠週別出生体重基準曲線および早期新生児死亡率曲

線を作成した。 


